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投
資
の
促
進
及
び
保
護
に
関
す
る
日
本
国
と
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
と
の
間
の
協
定

日
本
国
及
び
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
（
以
下
「
両
締
約
国
」
と
い
う
。）は
、

両
締
約
国
間
の
経
済
関
係
を
強
化
す
る
た
め
に
投
資
を
更
に
促
進
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

一
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
よ
る
他
方
の
締
約
国
の
区
域
に
お
け
る
投
資
を
拡
大
す
る
た
め
の
安
定
し
た
、衡
平
な
、

良
好
な
及
び
透
明
性
の
あ
る
条
件
を
更
に
作
り
出
す
こ
と
を
意
図
し
、

一
般
に
適
用
さ
れ
る
健
康
上
、
安
全
上
及
び
環
境
上
の
措
置
を
緩
和
す
る
こ
と
な
し
に
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

国
際
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
労
働
基
準
に
従
っ
て
両
締
約
国
間
の
投
資
を
促
進
す
る
上
で
、
労
働
者
と
使
用
者
と
の

間
の
協
調
的
な
関
係
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
章

投
資

第
一
条

定
義

こ
の
協
定
の
適
用
上
、

⒜

「
投
資
財
産
」
と
は
、
投
資
家
が
直
接
又
は
間
接
に
所
有
し
、
又
は
支
配
し
て
い
る
全
て
の
種
類
の
資
産
を
い

い
、
次
の
も
の
を
含
む
。

企
業
及
び
企
業
の
支
店

株
式
、
出
資
そ
の
他
の
形
態
の
企
業
の
持
分

債
券
、
社
債
、
貸
付
金
そ
の
他
の
債
務
証
書

先
物
、
オ
プ
シ
ョ
ン
そ
の
他
の
派
生
商
品

契
約
（
完
成
後
引
渡
し
、
建
設
、
経
営
、
生
産
又
は
利
益
配
分
に
関
す
る
契
約
を
含
む
。）に
基
づ
く
権
利

金
銭
債
権
及
び
金
銭
的
価
値
を
有
す
る
契
約
に
基
づ
く
給
付
の
請
求
権

知
的
財
産
権
（
著
作
権
及
び
関
連
す
る
権
利
、
特
許
権
並
び
に
実
用
新
案
、
商
標
、
意
匠
、
集
積
回
路
の
回

路
配
置
、
植
物
の
新
品
種
、
営
業
用
の
名
称
、
原
産
地
表
示
又
は
地
理
的
表
示
及
び
開
示
さ
れ
て
い
な
い
情
報

に
関
す
る
権
利
を
含
む
。）及
び
の
れ
ん

法
令
又
は
契
約
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
権
利
（
例
え
ば
、
特
許
、
免
許
、
承
認
、
許
可
。
天
然
資
源
の
探
査

及
び
採
掘
の
た
め
の
権
利
を
含
む
。）

他
の
全
て
の
資
産
（
有
体
で
あ
る
か
無
体
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
動
産
で
あ
る
か
不
動
産
で
あ
る
か

を
問
わ
な
い
。）及
び
賃
借
権
、
抵
当
権
、
先
取
特
権
、
質
権
そ
の
他
の
関
連
す
る
財
産
権

投
資
財
産
に
は
、
投
資
財
産
か
ら
生
ず
る
価
値
、
特
に
、
利
益
、
利
子
、
資
本
利
得
、
配
当
、
使
用
料
及
び
手

数
料
を
含
む
。
投
資
さ
れ
る
資
産
の
形
態
の
変
更
は
、
そ
の
投
資
財
産
と
し
て
の
性
質
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で

は
な
い
。

た
だ
し
、
一
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
あ
る
国
民
又
は
企
業
に
よ
る
他
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
あ
る
企
業
に

対
す
る
物
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
の
た
め
の
契
約
の
み
か
ら
生
ず
る
金
銭
債
権
は
、
投
資
財
産
に
は
当
た
ら
な

い
。

⒝

「
締
約
国
の
投
資
家
」
と
は
、
次
の
者
で
あ
っ
て
、
他
方
の
締
約
国
の
区
域
に
お
い
て
投
資
を
行
っ
て
お
り
、

又
は
既
に
行
っ
た
も
の
を
い
う
。

一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
よ
り
そ
の
国
籍
を
有
す
る
自
然
人

注
釈

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
の
国
籍
を
有
す
る
自
然
人
の
投
資
財
産
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
然
人
が
投

資
を
行
っ
た
時
点
以
降
に
お
い
て
、
当
該
投
資
を
行
っ
た
締
約
国
の
区
域
外
に
居
住
し
続
け
て
い
る
場

合
を
除
く
ほ
か
、
適
用
し
な
い
。

一
方
の
締
約
国
の
企
業

⒞

「
企
業
」
と
は
、
営
利
目
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
民
間
又
は
政
府
の
い
ず
れ
が
所
有
し
、
又

は
支
配
し
て
い
る
か
を
問
わ
ず
、
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
適
正
に
設
立
さ
れ
、
又
は
組
織
さ
れ
る
法
人
そ
の
他
の

事
業
体
（
社
団
、
信
託
、
組
合
、
個
人
企
業
、
合
弁
企
業
、
団
体
、
組
織
及
び
会
社
を
含
む
。）を
い
う
。

⒟

「
締
約
国
の
企
業
」
と
は
、
締
約
国
の
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
適
正
に
設
立
さ
れ
、
又
は
組
織
さ
れ
る
企
業
を

い
う
。

⒠

「
投
資
活
動
」
と
は
、
投
資
財
産
の
運
営
、
経
営
、
維
持
、
使
用
、
享
有
及
び
売
却
そ
の
他
の
処
分
を
い
う
。

⒡

「
区
域
」
と
は
、

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
の
領
域
並
び
に
日
本
国
が
国
際
法
に
従
い
主
権
的
権
利
又
は
管
轄
権
を
行
使

す
る
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
を
い
う
。

セ
ル
ビ
ア
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
領
域
を
い
う
。

⒢

「
自
由
利
用
可
能
通
貨
」
と
は
、
国
際
通
貨
基
金
協
定
に
定
義
す
る
自
由
利
用
可
能
通
貨
を
い
う
。

⒣

「
世
界
貿
易
機
関
設
立
協
定
」
と
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
世
界
貿

易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
を
い
う
。

⒤

「
貿
易
関
連
知
的
所
有
権
協
定
」
と
は
、
世
界
貿
易
機
関
設
立
協
定
附
属
書
一
Ｃ
知
的
所
有
権
の
貿
易
関
連
の

側
面
に
関
す
る
協
定
を
い
う
。

⒥

「
申
立
人
」
と
は
、
一
方
の
締
約
国
の
投
資
家
で
あ
っ
て
、
他
方
の
締
約
国
と
の
間
の
投
資
紛
争
の
当
事
者
で

あ
る
も
の
を
い
う
。

⒦

「
被
申
立
人
」
と
は
、
投
資
紛
争
の
当
事
者
で
あ
る
締
約
国
を
い
う
。

⒧

「
一
方
の
紛
争
当
事
者
」
と
は
、
申
立
人
又
は
被
申
立
人
を
い
う
。

⒨

「
紛
争
当
事
者
」
と
は
、
申
立
人
及
び
被
申
立
人
を
い
う
。

⒩

「
非
紛
争
締
約
国
」
と
は
、
投
資
紛
争
の
当
事
者
で
な
い
締
約
国
を
い
う
。

⒪

「
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
」
と
は
、
投
資
紛
争
解
決
国
際
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。

⒫

「
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
追
加
的
制
度
規
則
」
と
は
、
投
資
紛
争
解
決
国
際
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
が
手
続
を
実
施
す
る
た

め
の
追
加
的
な
制
度
を
規
律
す
る
規
則
を
い
う
。

⒬

「
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
追
加
的
制
度
仲
裁
規
則
」
と
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
追
加
的
制
度
規
則
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
仲
裁
手

続
に
適
用
す
る
規
則
を
い
う
。

⒭

「
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
条
約
」
と
は
、
千
九
百
六
十
五
年
三
月
十
八
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作
成
さ
れ
た
国
家
と
他
の
国

家
の
国
民
と
の
間
の
投
資
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
条
約
を
い
う
。

⒮

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
」
と
は
、
千
九
百
五
十
八
年
六
月
十
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
作
成
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判

断
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
条
約
を
い
う
。

⒯

「
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
仲
裁
規
則
」
と
は
、
国
際
連
合
国
際
商
取
引
法
委
員
会
の
仲
裁
規
則
を
い
う
。

第
二
条

投
資
の
促
進
及
び
許
可

１

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
に
お
い
て
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
よ
る
投
資
が
行
わ
れ
る
た
め
の
良
好
な

条
件
を
醸
成
す
る
。

２

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
関
係
法
令
（
外
国
人
に
よ
る
所
有
及
び
支
配
に
関
す
る
も
の
を
含
む
。）に
従
っ
て
権

限
を
行
使
す
る
自
国
の
権
利
を
留
保
の
上
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
よ
る
投
資
を
許
可
す
る
。

第
三
条

内
国
民
待
遇

１

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
に
お
い
て
、
投
資
活
動
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財

産
に
対
し
、
同
様
の
状
況
に
お
い
て
自
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
与
え
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待
遇

を
与
え
る
。

２

１
の
規
定
は
、
一
方
の
締
約
国
が
、
自
国
の
区
域
に
お
け
る
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
活
動
に
関
し
て
特

別
な
手
続
を
定
め
る
措
置
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当

該
手
続
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
当
該
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
権
利
を
実
質
的
に
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。第

四
条

最
恵
国
待
遇

１

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
に
お
い
て
、
投
資
活
動
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財

産
に
対
し
、
同
様
の
状
況
に
お
い
て
第
三
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
与
え
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待

遇
を
与
え
る
。




		2026-07-02T14:38:47+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



